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市
の
財
政
状
況

　
市
で
は
、毎
年
の
決
算
の
確
定
に
合
わ
せ
て
収
入
と
支
出
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、財
政
状
況
を
客
観
的
に
表

す
指
標
な
ど
を
算
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、よ
り
強
固
な
財
政
基
盤
を
整
え
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
で
は
、こ
れ
ら
の
指
標
や
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
景
気
低
迷
に
よ
る
財
政
状
況
の
悪
化
を
早
期
に
改
善
す

る
た
め
、市
で
は
、財
政
健
全
化
に
む
け
た
着
実
な
取
り
組

み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
市
債
残
高
の
減
少

　
市
債
は
、道
路
や
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
す
る

と
き
の
財
源
の
一
部
と
し
て
発
行
す
る
も
の
で
す
。

　
合
併
前
後
に
大
型
事
業
の
財
源
と
し
て
発
行
し
た
た

め
、市
債
の
残
高
は
、平
成
18
年
度
末
に
は
4
3
9
億
円
ま

で
膨
ら
み
ま
し
た
が
、平
成
19
年
度
以
降
は
、「
返
す
以
上

に
借
り
な
い
」こ
と
を
基
本
に
市
債
の
新
規
発
行
を
抑
制

す
る
と
と
も
に
、繰
上
償
還
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、市
債
の
残
高
は
年
々
減
少
し
、平
成
23
年

度
末
は
平
成
18
年
度
末
と
比
べ
約
83
億
円
減
少
し
ま
し

た
。

　
人
件
費
な
ど
の
削
減

　

職
員
数
は
、平
成
18
年
度
に
比
べ
1
2
7
人
減
の

9
1
5
人
に
な
り
、平
成
23
年
度
の
人
件
費
は
議
員
年
金

や
消
防
団
の
共
済
制
度
の
改
正
に
よ
り
増
額
と
な
り
ま
し

た
が
、平
成
18
年
度
に
比
べ
４
億
円
減
の
63
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、普
通
建
設
事
業
費
は
、合
併
直
後
の
平
成
18
年
度

に
は
66
億
円
ま
で
増
加
し
ま
し
た
が
、優
先
度
を
考
慮
し

た
計
画
的
な
実
施
に
よ
っ
て
、平
成
20
年
度
以
降
は
20
億

円
台
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
光
熱
水
費
や
通
信
運
搬
費
な

ど
の
経
常
的
な
経
費
も
着
実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
と
共
に
生
み
出
す「
ふ
る
さ
と
進
化
予
算
」

　
市
債
残
高
の
減
少
を
は
じ
め
と
し
た
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
の
結

果
、平
成
23
年
度
の
財
政
指
標
は
前
年
度
よ
り
も
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
つ
つ
、「
甲

賀
市
総
合
計
画
」の
実
現
と
、市
民
ニ
ー
ズ
や
経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え
、

特
に
優
先
す
べ
き
５
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
施
策
を
重
点
施
策
と
し
て

位
置
付
け
、重
点
的
か
つ
戦
略
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

　
①
大
震
災
を
教
訓
に
、未
来
へ
贈
る
安
心
と
夢
あ
る
暮
ら
し

　
②
す
べ
て
の
世
代
、み
ん
な
で
育
む
き
ず
な
と
元
気

　
③
心
を
つ
な
ぎ
、み
ん
な
で
高
め
る
地
域
愛

　
④
甲
賀
発
、匠
の
技
と
大
地
の
恵
み

　
⑤
歴
史
と
自
然
で
お
も
て
な
し
、み
ん
な
で
磨
く
甲
賀
の
宝

　
東
日
本
大
震
災
後
の
環
境
変
化
へ
の
対
応

　　
こ
れ
ま
で
の
安
全
性
に
対
す
る
考
え
方
に
大
き
な
転
換
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、本
市
の
災
害
対
策
を
根
底
か
ら
見
直
す

と
い
う
認
識
の
も
と
、将
来
を
見
据
え
た
防
災・減
災
対
策
を
早
急
に
確

立
し
ま
す
。

　
合
併
特
例
期
間
の
延
長

　
法
改
正
に
よ
り
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
が
５
年
間
延
長
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、活
用
事
業
の
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

　市債発行の抑制　
　18年度決算 60億  650万円
　23年度決算 24億1,825万円
　　（▲35億8,825万円・▲59.7％）

　市債の繰上償還　
　（一般・公共下水道・農業集落排水・病院・水道会計）
　269件　40億7,588万円
　19年度　  78件　償還元金額　  4億5,137万円
　20年度　112件　償還元金額　16億8,347万円
　21年度　  57件　償還元金額　13億2,305万円
　22年度　  15件　償還元金額　  1億8,427万円
　23年度　　 7件　償還元金額　  4億3,372万円

　職員数の削減（全会計）　
　18年4月1日　1,042人
　24年4月1日　　915人（▲127人・▲12.2%）

　給与の独自削減　
〈21年度実施内容〉	【削減額　3,859万円】
　特別職等の給料	（市長▲10%、副市長・教育長▲8%）
　管理職手当	 （部・次長▲15%、課長・参事▲13%、課長補佐▲10%）
〈22年度実施内容〉	【削減額　1億1,965万円】
　特別職等の給料	（市長▲10%、副市長・教育長▲8%）
　管理職手当	 （部・次長▲15%、課長・参事▲13%、課長補佐▲10%）
　期末勤勉手当	 （特別職▲20%、部次長▲16%、課長・課長補佐▲13%、
　　　　　　　　　　　　　係長・主査▲6%、主事▲0.5%）
〈23年度実施内容〉	【削減額　1,963万円】
　特別職等の給料	（市長▲10%、副市長・教育長▲8%）
　管理職手当	 （部・次長▲15%、課長・参事▲13%、課長補佐▲10%）
〈24年度実施内容〉	【削減額　247万円】
　特別職等の給料	（市長▲10%、副市長・教育長▲8%）

　経常的な物件費・維持補修費・補助費等の削減　
　（一部事務組合負担金除く）
　18年度決算 79億  999万円
　23年度決算 71億8,569万円　（▲7億2,430万円・▲9.2%）

●
財
政
力
指
数　
財
政
力
を
示
す
指
数
で
、数
値
が
高
い
ほ
ど

税
や
負
担
金
、使
用
料
、財
産
収
入
な
ど
、自
主
的
に
収
入
で

き
る
財
源
に
余
裕
が
あ
る
。

●
経
常
収
支
比
率　
財
政
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標
の
ひ

と
つ
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
自
由
に
使
え
る
お
金
が
少
な
く
な

る
。

●
実
質
公
債
費
比
率　
借
入
金
の
返
済
額
及
び
こ
れ
に
準
じ

る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、資
金
繰
り
の
程
度
を
示
す
も

の
で
、市
の
収
入
を
借
入
金
の
返
済
に
あ
て
る
割
合
が
小
さ

い
ほ
ど
値
は
小
さ
く
な
り
健
全
で
あ
る
と
い
え
る
。

●
将
来
負
担
比
率　
一
般
会
計
等
の
借
入
金
や
支
払
っ
て
い

く
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
現
時
点
で
の
残
高
を
指
標
化

し
、将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度
合
を
示
す
も
の
で
、

借
入
金
残
高
な
ど
の
負
担
が
少
な
い
ほ
ど
数
値
は
小
さ
く
な

り
健
全
で
あ
る
と
い
え
る
。

●
積
立
金
現
在
高
比
率　
標
準
財
政
規
模
※
に
対
す
る
積
立

金
残
高
の
比
率
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
緊
急
の
財
政
需
要
に
も

柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な
る
。

　
　
※�

標
準
財
政
規
模
：
標
準
的
な
状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る

と
見
込
ま
れ
る
一
般
財
源（
市
民
税
や
地
方
交
付
税
な

ど
使
途
が
限
定
さ
れ
な
い
財
源
）の
規
模
を
示
す
も
の

●
地
方
債
現
在
高
比
率　
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
地
方
債

残
高
の
比
率
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
今
後
償
還
す
べ
き
地
方
債

が
多
い
こ
と
を
示
す
。

●
扶
助
費　
生
活
保
護
法
、児
童
福
祉
法
、老
人
福
祉
法
な
ど

に
基
づ
き
援
助
と
し
て
支
払
う
経
費
。

●
公
債
費　
地
方
公
共
団
体
が
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
元
利

償
還
金
。

●
普
通
建
設
事
業
費　
道
路
、橋
り
ょ
う
、学
校
、公
園
、庁
舎

な
ど
の
社
会
資
本
の
整
備
に
要
す
る
投
資
的
な
経
費
。

●
繰
出
金　
公
共
下
水
道
事
業
や
介
護
保
険
な
ど
特
別
会
計

の
安
定
し
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
、一
般
会
計
か
ら
繰
り

出
す
財
源
。

●
基
金　
市
の
預
金
で
、各
年
度
の
財
源
を
調
整
す
る
た
め
の

財
政
調
整
基
金
や
、将
来
の
大
き
な
支
出
に
備
え
て
積
み
立

て
て
い
る
特
定
目
的
基
金
な
ど
が
あ
る
。

データで見る財政状況の推移
　今回説明する指標や金額は、毎年度総務省が全国の自治体の財政状況を一律に比較するために調査する普通会計決算の数値を使っています。 

◎財政指標の推移と県内市町平均との比較
財政指標 H18 H20 H22 H23 H23県内市町平均

財政力指数 0.755 0.839 0.792 0.759 0.743 
経常収支比率 （％） 95.9 95.5 88.8 83.5 86.4 
実質公債費比率 （％） 18.3 16.8 14.8 12.0 
将来負担比率 （％） 126.6 92.9 80.5 48.2 
積立金現在高比率 （％） 29.4 34.7 40.9 40.3 46.5
地方債現在高比率 （％） 209.2 184.1 156.0 148.0 164.6

◎主な項目の決算額の推移

◎基金残高の推移	 ◎市債残高の推移

H18 H20 H22 H23 H18とH23との比較

歳　
入

市税 128億6,756万円 143億3,063万円 137億7,396万円 137億9,066万円 9億2,310万円
地方交付税 61億8,574万円 56億2,653万円 70億4,563万円 78億7,443万円 16億8,869万円
市債 60億  650万円 24億3,784万円 18億6,730万円 24億1,825万円 ▲35億8,825万円

歳入規模 373億  699万円 331億8,193万円 348億2,202万円 359億8,190万円 ▲13億2,509万円

歳　
　
出

人件費 67億3,108万円 64億8,650万円 61億4,479万円 63億3,761万円 ▲3億9,347万円
扶助費 28億  986万円 29億4,414万円 42億2,409万円 43億9,606万円 15億8,620万円
公債費 42億8,442万円 51億  856万円 47億  328万円 47億1,255万円 4億2,813万円
普通建設事業費 66億  797万円 22億6,524万円 25億5,347万円 27億6,650万円 ▲38億4,147万円
繰出金 32億  574万円 37億8,430万円 45億7,284万円 41億6,788万円 9億6,214万円

歳出規模 364億1,358万円 324億8,747万円 341億3,411万円 350億8,223万円 ▲13億3,135万円

財政健全化にむけた
これまでの取り組み

【
用
語
説
明
】
※
実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率
に

つ
い
て
は
、広
報
あ
い
こ
う
か
10
月
15
日
号

で
も
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

16億1,517万円 11億4,167万円
27億8,806万円

3億8,418万円 5億3,693万円
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上記の取り組みにより
市債の残高は、平成18年度末 439億円　
⇒ 平成23年度末 356億円 （83億円の減少）

５つの重点テーマ

22012.12.1平成24年12月1日3 2012.12.1 平成24年12月1日



1 部門別職員数の増減とその主な理由 （各年4月1日現在）

2 人件費の状況 （平成23年度普通会計決算）

4 職員手当の状況 （平成23年度普通会計決算）

5 職員手当の内容 （平成23年度）

6 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （平成24年4月1日現在）

3 職員給与費の状況 （平成23年度普通会計決算）

（単位：人）

部　　門 平成23年 平成24年 増減 主な増減理由

普
通
会
計

一般行政

議会 6 6 0 
総務企画 147 149 2 事業、業務の増加
税務 40 40 0 
民生 239 233 ー 6 業務分担の見直し
衛生 44 43 ー 1 業務分担の見直し
労働 5 4 ー 1 業務分担の見直し
農林水産 30 30 0 
商工 12 10 ー 2 業務分担の見直し
土木 49 50 1 事業、業務の増加
小計 572 565 ー 7 

特別行政
教育 182 178 ー 4 業務分担の見直し
消防 0 
小計 182 178 ー 4 

公営企業等会計

病院 70 78 8 病院（介護保険）事業、業務の増加
水道 25 24 ー 1 業務分担の見直し
下水道 24 24 0 
その他 45 46 1 事業、業務の増加
小計 164 172 8 

合　　計 918 915 ー 3 

年度 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B／A）
Ｈ23 35,082,231千円 6,337,610千円 18.1%

人件費の内訳
一般職員に関する人件費 5,511,565千円
市長、副市長、教育長 42,445千円
議員に関する人件費 247,532千円
各種委員に対する報酬 536,068千円

合　計 6,337,610千円
（注）対象者は、１部門別職員数の合計のうち普通会計に属する
　　職員です。

扶養手当 住居手当 通勤手当 特殊
勤務手当

時間外
勤務手当

休日
勤務手当 宿日直手当 管理職手当 夜間

勤務手当
管理職員特
別勤務手当 合計

72,621
千円

19,497
千円

48,074
千円

587
千円

203,751
千円

1,720
千円

6,017
千円

112,594
千円

73
千円

262
千円

465,196
千円

区　分 甲　賀　市 国

期末・勤勉手当

（支給割合）

甲賀市の制度と同じ

扶養手当

（支給額）

甲賀市の制度と同じ

住居手当
（支給額）

甲賀市の制度と同じ

通勤手当

（支給額）　　公共交通機関利用（最高限度）	 55,000円／月
　　　　　　交通用具使用（月額）

甲賀市の制度と同じ

特殊勤務手当
（平成23年度
普通会計決算）

支給総額 586,500円
職員全体に占める手当支給職員の割合 12.5%

支給職員1人当たり平均支給年額 6,306円
支給した手当の種類（手当数） 1

時間外勤務手当
（普通会計決算）

支給総額（A） 臨時的な時間外手当
（選挙の投開票等）（B）

差引通常経費
（A）－（B）＝（C）

対象者数
（D）

職員1人当たり平均
支給年額（C）／（D）

23年度 203,751千円 18,027千円 185,724千円 552 336,457円
22年度 160,744千円 18,167千円 142,577千円 580 245,822円

（注）１　時間外勤務手当の支給対象者は平成23年度普通会計の職員数742人の内、管理職190人を除く552人です。
　　２　平成23年度増加した主な要因は、東日本大震災の被災地支援や台風・水害対応が多発したことによるものです。

区分
一般行政職　666名 医療職　30名 技能労務職　46名

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
普通会計 313,780円 40歳9月 287,363円 38歳4月 287,471円 52歳4月

給与費

職員数（A）
給　　与　　費 一人当たり給与費

（B／A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

742人
2,707,155千円 465,196千円 960,594千円 4,132,945千円

5,570千円
65.5％ 11.3％ 23.2％ 100.0％

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　２　対象者は、普通会計に属する職員で年間無給休業者を除きます。

共済費

職員数（A）

共　　済　　費
一人当たり
共済費
（B／A）

地方公務員
共済組合負
担金

公立学校共
済組合負担
金

市町村職員
互助会負担
金

退職手当組
合負担金

地方公務員
災害補償基
金負担金

計（B）

761人 862,537
千円

31,181
千円

10,551
千円

468,968
千円

5,383
千円

1,378,620
千円

1,812
千円

（注）１　共済費とは一般企業の社会保険料、労働保険料にあたるものです。
　　２　甲賀市は滋賀県市町村職員退職手当組合に加入し、退職金は退職手当組合から支給しています。

市
職
員
の
給
与・人
数
等
の
状
況

　
地
方
公
務
員
法
第
58
条
の
２
の
規
定
な
ら
び
に
、甲
賀
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に

よ
り
、平
成
23
年
度
の
市
の
職
員
の
給
与
、人
数
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、こ
の
内
容
の
ほ
か
、詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

その他
支出

人件費
18.1％

一般職員

市長・副市長
教育長

議員
各種委員

給料
49％

共済費
25％

期末
勤勉手当
17％ 手当

9％

期末 勤勉 計
6月期 1.225月分 0.675月分 1.900月分
12月期 1.375月分 0.675月分 2.050月分

計 2.600月分 1.350月分 3.950月分
※職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

配偶者 13,000円
扶養親族

（配偶者がない場合の1人目）
6,500円

（11,000円）
満16歳になる年度から

満22歳になる年度末まで 加算 5,000円

	 （月額）
借家・借間（最高限度） 27,000円

距離 金額
2km未満 －

2km以上5km未満 2,000円
5km以上10km未満 4,100円
10km以上15km未満 6,500円
15km以上20km未満 8,900円
20km以上25km未満 11,300円
25km以上30km未満 13,700円
30km以上35km未満 16,100円
35km以上40km未満 18,500円
40km以上45km未満 20,900円
45km以上50km未満 21,800円
50km以上55km未満 22,700円
55km以上60km未満 23,600円

60km以上 24,500円
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7 職員の初任給の状況 （平成24年4月1日現在）

　 職員の経験年数別・学歴別平均給料8 月額の状況 （平成24年4月1日現在）
　 国との給料月額の水準比較9 （ラスパイレス指数※）の状況 

10 一般行政職の級別職員数の状況 （平成24年4月1日現在）

12 公平委員会の報告 （平成23年度の状況）

区分 甲賀市 国（Ⅱ種）
決定初任給 採用2年経過日給料月額 決定初任給 採用2年経過日給料月額

一般行政職
大学卒 172,200円 184,200円 172,200円 180,600円
短大卒 149,800円 160,200円 152,800円 160,200円
高校卒 140,100円 148,500円 140,100円 145,900円

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 254,557円 299,000円 350,425円
短大卒 218,300円 270,766円 322,909円
高校卒 205,400円 273,400円 302,500円

（1）勤務条件に関する措置の要求の状況	 ０件
（2）不利益処分に関する不服申し立ての状況	 １件
（3）その他	 ０件

区分 平成23年度
一般行政職 97.5

※国家公務員の給料月額を100とみなした場合の指数

区分 1級 2級 3級 4級 5級
標準的な職務の名称 主事 主事 主査 係長 課長補佐

職員数 58人 99人 204人 124人 103人
構成比 8.7% 14.9% 30.6% 18.6% 15.5%
区分 6級 7級

計
標準的な職務の名称 課長 次長・部長

職員数 43人 35人 666人
構成比 6.5% 5.2% 100.0%

（注）１ 甲賀市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　２ 標準的な職務の名称とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

11 甲賀市独自の削減状況 （平成23年度普通会計の状況）

甲賀市は財政状況が厳しいことから特別職、一般職員の給与について以下のとおり削減しています。
区　分 削減内容 削減額

特別職の給料削減

（月額）

2,472千円

管理職手当の削減

（月額）

15,369千円

合　　　計 17,841千円

職員課
☎65-0668　Fax63-4561

問い合わせ

旭
日
双
光
章

清し

水み
ず　
勲
い
さ
お

氏（
甲
賀
町
大
原
中
）

　

昭
和
27
年
か
ら
医
薬

品
配
置
販
売
に
携
わ
ら

れ
、配
置
薬
業
の
振
興
並

び
に
地
域
福
祉
の
増
進

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、昭
和
41
年
か
ら

滋
賀
県
医
薬
品
配
置
協
議
会
の
役
員
を
勤
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、同
会
長
や
県
薬
事
関
係
団
体
の
要
職
を

歴
任
さ
れ
、配
置
業
界
の
発
展
、さ
ら
に
研
修
会
等
を

通
じ
、会
員
の
資
質
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、現
在
も
配
置
員
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

太お
お
田た　
正
た
だ
し

氏（
水
口
町
古
城
が
丘
）

　
公
立
小
学
校
、中
学
校

の
教
諭
と
し
て
昭
和
34

年
か
ら
、人
間
教
育
を
念

頭
に
教
科
指
導
や
部
活

指
導
な
ど
に
励
み
、学
校

教
育
に
尽
力
さ
れ
る
と

と
も
に
、県
教
育
委
員
会
事
務
局
に
勤
務
し
、県
内
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
立
小
学
校
の
教
頭
、公
立
中
学
校
の
校
長
を
歴

任
し
、退
職
後
は
、水
口
町
教
育
委
員
会
教
育
長
と
し

て
県
下
で
初
め
て
少
人
数
学
級
を
実
施
す
る
な
ど
地

方
教
育
行
政
の
推
進
、発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

静し
ず
永な
が　
進し
ん
瑞ず
い

氏（
信
楽
町
長
野
）

　

昭
和
47
年
に
明
照
保

育
園
副
園
長
に
就
任
さ

れ
、51
年
か
ら
は
園
長
と

し
て
平
成
20
年
ま
で
32

年
間
に
わ
た
っ
て
保
育

の
業
務
に
従
事
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、平
成
10
年
に
は
滋
賀
県
保
育
協
議
会

会
長
に
就
任
さ
れ
、滋
賀
県
内
の
保
育
関
係
団
体
の

育
成
、発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、社
会
福
祉
法
人
お
さ
な
ご
会
理
事
長
と

し
て
、し
な
や
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
を

め
ざ
し
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

筒つ
つ
木き　
勝
ま
さ
る

氏（
水
口
町
泉
）

　

昭
和
44
年
か
ら
現
公

立
甲
賀
病
院
で
診
療
放

射
線
業
務
に
従
事
、約
30

年
間
放
射
線
科
技
師
長

と
し
て
早
期
発
見・早
期

治
療
を
め
ざ
し
検
査
体

制
の
確
立
の
ほ
か
、救
急
体
制
づ
く
り
な
ど
地
域
医

療
の
充
実
と
向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、社
団
法
人
滋
賀
県
放
射
線
技
師
会
で
は
、19

年
間
に
わ
た
り
要
職
を
歴
任
し
、県
下
の
診
療
放
射

線
技
師
の
資
質
の
向
上
お
よ
び
県
民
医
療
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

杉す
ぎ
本も
と　
喜き

六ろ
く

氏
（
信
楽
町
上
朝
宮
）

　

昭
和
55
年
に
県
営
林

管
理
員
を
委
嘱
さ
れ
、そ

れ
ま
で
よ
り
委
嘱
さ
れ

て
い
た
町
営
林
の
管
理

員
と
併
せ
、朝
宮
地
域
の

山
林
の
盗
伐
対
策
や
、環

境
保
全
、森
林
資
源
の
育
成
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、昭
和
59
年
に
は
砂
防
指
定
地
域
見
張

員
も
委
嘱
さ
れ
、山
林
の
防
災
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　
現
在
は
、高
齢
化
の
進
む
管
理
人
の
後
継
者
を
確

保
す
る
仕
組
み
作
り
や
緑
と
水
を
守
る
活
動
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

柴し
ば
田た　
喜き

一い
ち

氏
（
甲
南
町
希
望
ケ
丘
本
町
）

　

昭
和
47
年
に
陸
上
自

衛
隊
に
入
隊
後
、各
地
の

教
育
隊
な
ど
を
経
て
北

海
道
帯
広
駐
屯
地
に
勤

務
さ
れ
、昭
和
61
年
か
ら

は
京
都
府
桂
駐
屯
地
で

平
成
17
年
に
一
等
陸
尉
と
し
て
退
官
さ
れ
る
ま
で
勤

務
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、車
両
の
整
備
や
部
品

等
の
補
給
を
行
う
後
方
支
援
の
任
務
に
従
事
さ
れ
、

災
害
な
ど
の
際
に
は
現
場
の
部
隊
が
十
分
な
活
動
が

で
き
る
よ
う
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲・危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

平
成
24
年
度
秋
の
叙
勲
お
よ
び
第
19
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
市
内
か
ら
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
伊い

室む
ろ
信の
ぶ
子こ

さ
ん
が
、多
年
に
わ
た
る
ご
活

躍
と
、市
内
人
権
擁
護
活
動
に
関
す
る
多
大
な
る
貢
献
が
称
え

ら
れ
、法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
伊
室
さ
ん
は
、平
成
13
年
１
月
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
12
月
４
日
～
10
日
ま
で
は
、人
権
週
間
で
す
。
期
間
中
、人

権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
人
権
相
談
や
街
頭
啓
発
、巡
回
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
行
わ
れ
る
の
で
、人
権
に
関
す
る
相
談
の
あ

る
方
は
、人
権
擁
護
委
員・法
務
局・市
役
所
人
権
推
進
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
市
の
人
権
擁
護
委
員 

（
12
月
よ
り・敬
称
略・順
不
同
）

西に
し
村む
ら　
泰や
す
雄お（
水
口
町
新
城
）

池い
け
田だ　
仁ひ
と
美み（
水
口
町
下
山
）

森も
り
村む
ら
シ
ズ
子こ（
水
口
町
中
邸
）

田た

中な
か
美み

よ

こ
代
子（
水
口
町
宇
川
）

竹た
け
﨑ざ
き　
文ふ
み
雄お（
水
口
町
泉
）

市い
ち
井い　
幸ゆ
き
夫お（
土
山
町
大
野
）

前ま
え
田だ

喜き

し

え
志
江（
土
山
町
北
土
山
）

片か
た
山や
ま　
澄す
み
子こ（
土
山
町
笹
路
）

大お
お
ば
や
し
林　
源げ
ん
弥や（
甲
賀
町
高
野
）

一い
ち
宮み
や　
祥し
ょ
う
こ子（
甲
賀
町
小
佐
治
）

冨と
み
山や
ま　
朝と
も
司じ（
甲
賀
町
油
日
）

八は
ち
里り　
良よ
し
子こ（
甲
南
町
森
尻
）

伊い

室む
ろ　
信の
ぶ
子こ（
甲
南
町
寺
庄
）

木き

村む
ら　
　
功い
さ
お（
甲
南
町
野
田
）

中な
か
島じ
ま　
清き
よ
美み（
信
楽
町
柞
原
）

豊と
よ
田だ

い
づ
み（
信
楽
町
江
田
）

黄き

瀬せ　
忠た
だ
幸ゆ
き（
信
楽
町
宮
町
）

市
内
の
人
権
擁
護
委
員
が

法
務
大
臣
か
ら
表
彰

問
い
合
わ
せ

　
人
権
推
進
課　
人
権
政
策
係

　
☎
６
５
‐
０
６
９
４　
Fax
６
３
‐
４
５
８
２

本来の支給額 削減率 削減後の額
市長 900,000円 10％ 810,000円

副市長 750,000円 8％ 690,000円
教育長 700,000円 8％ 644,000円

職名 本来の支給額 削減率 削減後の額
部長級 80,300円 15％ 68,255円
次長級 71,300円 15％ 60,605円
課長級 62,200円 13％ 54,114円
参事 58,100円 13％ 50,547円

課長補佐 49,100円 10％ 44,190円
＊一般行政職を例にあげています。
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セアカゴケグモ
雌は体長10 〜 15mmで腹
部背面に目立った赤色の斑
紋がある

12
月
３
日
か
ら
証
明
等
自
動
交
付
機
で

戸
籍
謄
本・抄
本
を
発
行

12
月
３
日
か
ら
甲
賀
市
本
人
通
知
制
度
の

事
前
登
録
を
開
始

　
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、12

月
３
日
か
ら
、戸
籍
謄
本・抄
本
や
戸
籍
の
附
表
に

つ
い
て
も
自
動
交
付
機
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

（
カ
ー
ド
の
裏
面
に
戸
の
ゴ
ム
印
が
な
い
場
合
は

登
録
が
必
要
で
す
。）

　
こ
れ
に
よ
り
、住
民
票
の
写
し・住
民
票
記
載
事

項
証
明
書・印
鑑
登
録
証
明
書
を
含
め
、５
種
類
の

証
明
書
な
ど
が
待
ち
時
間
な
く
取
得
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
一
部
の
証
明
書
発
行
手
数
料
が
減
額

 

◦
戸
籍
謄
本・抄
本�

４
５
０
円
→
３
５
０
円

 

◦
戸
籍
の
附
表�

３
０
０
円
→
２
０
０
円

 

◦
住
民
票�

３
０
０
円
→
２
０
０
円

 

◦
印
鑑
登
録
証
明
書�

３
０
０
円
→
２
０
０
円

 

◦
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

�

３
０
０
円
→
２
０
０
円

　
本
人
通
知
制
度
と
は
、住
民
票
の
写
し
や
戸
籍

謄
本・抄
本
な
ど
の
証
明
書
を
、本
人
の
代
理
人
や

第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、本
人
に
対
し
て
、そ

の
交
付
年
月
日
、交
付
請
求
者
の
種
別
等
を
郵
送

で
通
知
す
る
制
度
で
す
。

　
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
不
正
請
求
の
抑
止
、及

び
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害
の
防
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、１
月
１
日
の
施
行
に
先
立
ち
、旧
支
所
の

各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
及
び
市
民
課
で
事
前
登
録

の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
登
録
で
き
る
人

　
甲
賀
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
ま
た
は
、戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

（
除
か
れ
た
人
を
含
む
）

■
事
前
登
録
手
続
に
必
要
な
も
の

　
本
人
確
認
書
類（
免
許
証・顔
写
真
付
き
住
基

カ
ー
ド・パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

　
代
理
人
の
場
合
は
、委
任
状
、法
定
代
理
人
の
場

合
は
、戸
籍
謄
本
な
ど
で
法
定
代
理
人
の
資
格
を

証
す
る
も
の（
市
内
に
本
籍
が
あ
り
、市
で
法
定
代

理
の
資
格
が
確
認
で
き
る
場
合
は
不
要
で
す
。）

■
通
知
の
対
象
と
な
る
証
明

◦
住
民
票
の
写
し（
除
票
を
含
む
）

◦
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

◦�

戸
籍
附
票
の
写
し（
除
か
れ
た
附
票
を
含
む
）

◦
戸
籍
謄
本
お
よ
び
抄
本（
除
籍
を
含
む
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　
甲
賀
市
が
誇
る
観
光
の
魅
力
を
広
く
発
信

す
る「
甲
賀
市
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
」が
11

月
９
日
、10
日
の
２
日
間
、土
山
町
の
ホ
テ
ル
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
滋
賀
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
日
は
、新
名
神
高
速
道
路
を
活
か
し
て
観

光
客
を
呼
び
込
む
た
め
、大
阪・
名
古
屋
か
ら

旅
行
業
者
を
中
心
に
関
係
者
約
60
人
を
招
待

し
、商
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、忍

者
や
信
楽
焼
、農
家
民
泊
な
ど
の
ブ
ー
ス
出
展

の
ほ
か
、地
元
グ
ル
メ
の
試
食
も
行
わ
れ
、市

内
事
業
者
が
地
元
の
魅
力
を
売
り
込
み
ま
し

た
。

　
ま
た
、外
国
人
旅
行
者
に
も
甲
賀
市
に
来
て

い
た
だ
く
よ
う
、中
国
上
海
か
ら
の
旅
行
業
者

と
雑
誌
等
の
メ
デ
ィ
ア
７
人
を
招
待
し
ま
し

た
。
一
行
に
は
、10
日
に
メ
ッ
セ
会
場
を
視
察

後
、11
日
に
か
け
て
、市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
案
内
し
、上
海
か
ら
の
誘
客
の
た
め
の
宣
伝

活
動
に
努
め
ま
し
た
。

　
10
日
の「
旅
の
見
本
市
誕
生
祭
」は
、市
内
外

か
ら
３
０
０
０
人
を
超
え
る
一
般
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
市
内
事
業
者

を
は
じ
め
、県
内
の
観
光
関
連
団
体
や
三
重
県

伊
賀
市
の
ブ
ー
ス
が
並
ん
だ
ほ
か
、伝
統
芸
能

ス
テ
ー
ジ
や
陶
芸
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
に

よ
っ
て
当
市
の
魅
力
を
体
験
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
後
は
、市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、当
市

の
も
つ
良
さ
を
発
信
し
、観
光
か
ら
の「
活
気

あ
る
ま
ち
」へ
と
つ
な
が
る
よ
う
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
年
末
年
始
の
自
動
交
付
機
は
、12
月
29
日
か

ら
１
月
３
日
ま
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
利
用

停
止
と
な
り
ま
す

〜
甲
賀
市
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
〜

ま
ち
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信

緊
急
時
に
市
内
公
共
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
お
使
い
く
だ
さ
い

　
心
肺
停
止
は
発
生
時
の
処
置
の
早
さ
が
生
死
を
左
右
す
る
た
め
、救
急
車
が
到
着
す
る
前
の
数
分

間
に
、そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
素
早
く
適
切
な
救
命
処
置
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）は
処
置
の
効
果
を
大
幅
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、緊
急
時
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
市
内
の
公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
進
め

て
お
り
、平
成
24
年
度
は
新
た
に
44
台
設
置
し
、合
計
１
４
４
台
整
備
し
て
い
ま
す
。
各
施
設
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
ど
な
た
で
も
、い
つ
で
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、い
ざ
と
い
う
時
に
は
最
寄
の
施
設
ま
で

お
求
め
い
た
だ
き
、救
命
活
動
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
に
あ
た
っ
て
は
一
定
の
知

識
が
必
要
で
す
の
で
、講
習
な
ど
で
あ
ら
か
じ
め
使
用
方
法
を
身
に
つ
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設
一
覧

水
口
地
域

	�


市
役
所
水
口
庁
舎
◦
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
◦
水
口
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
宇
川
会
館
◦
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
◦
こ
じ
か
教
室
◦
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口

◦
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
◦
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館
◦
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の

森（
管
理
事
務
所・
甲
賀
市
民
ス
タ
ジ
ア
ム・
陸
上
競
技
場
）◦
水
口
中
央
公
民
館

◦
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
◦
碧
水
ホ
ー
ル
◦
水
口
体
育
館
◦
岩
上
体
育
館
◦

水
口
医
療
介
護
セ
ン
タ
ー　

土
山
地
域

	�


土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
◦
清
和
会
館
◦
梅
田
会
館
◦
道
の
駅
あ
い
の
土
山
◦

土
山
開
発
セ
ン
タ
ー
◦
リ
ッ
プ
ルCha-Cha

◦
森
林
文
化
ホ
ー
ル
◦
青
土
ダ
ム

エ
コ
ー
バ
レ
イ
管
理
事
務
所
◦
土
山
中
央
公
民
館
◦
鮎
河
公
民
館
◦
山
内
公
民

館
◦
大
野
公
民
館
◦
あ
い
の
土
山
文
化
ホ
ー
ル
◦
土
山
体
育
館　

甲
賀
地
域

	�


甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
◦
甲
賀
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
◦
甲
賀
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
◦
甲
賀
共
同
福
祉
セ
ン
タ
ー
◦
甲
賀
図
書
情
報
館
◦
か
ふ

か
生
涯
学
習
館
◦
甲
賀
体
育
館
◦
甲
賀
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

甲
南
地
域

	�


市
役
所
甲
南
庁
舎
◦
希
望
ヶ
丘
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
◦
甲
賀
斎
苑
◦

か
え
で
会
館
◦
甲
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
◦
市
民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
◦

甲
南
図
書
交
流
館
◦
甲
南
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
◦
甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ

ラ
）◦
甲
南
体
育
館
◦
甲
南
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
◦
甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館　

信
楽
地
域

	�


信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
◦
朝
宮
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
◦
信
楽
西
教
育
集
会
所

◦
信
楽
伝
統
産
業
会
館
◦
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー
◦
信
楽
図
書
館
◦
多
羅
尾
公
民

館
◦
信
楽
体
育
館
◦
信
楽
中
央
病
院　

※�

保
育
園・幼
稚
園（
及
び
に
こ
に
こ
園
）、小
学
校
、中
学
校
、児
童
ク
ラ
ブ
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、全
て
の
施
設
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
上
記
の
施
設
の
他
、行
事・イ
ベ
ン
ト
等
の
貸

出
用
と
し
て
健
康
推
進
課
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、心
肺
停
止（
心
筋
梗
塞

や
不
整
脈
）か
ら
命
を
救
う
た
め
、け
い

れ
ん（
心
室
細
動
）を
起
こ
し
た
心
臓
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、正
常
な
状
態
に

戻
す
装
置
で
す
。
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
か

ど
う
か
を
心
電
図
解
析
す
る
機
能
や
、使

用
方
法
を
音
声
で
教
え
て
く
れ
る
機
能

が
付
い
て
い
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
講

習
を
受
け
た
方
な
ら
容
易
に
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、応
急
手
当
を
補

助
す
る
機
械
で
す
。
消
防
署
の
ほ
か
、区

や
自
治
振
興
会
で
も
普
通
救
命
講
習
が

開
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
扱
い

方
を
含
め
て
、応
急
手
当
の
知
識
と
技
術

を
学
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。
講
習
に
つ

い
て
は
お
近
く
の
消
防
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
危
機
管
理
課　
安
全
安
心
係

　
☎
６
５
‐
０
６
６
５　
Fax
６
３
‐
４
６
１
９

AEDを有効に使用するため
正しい応急手当の知識を

セアカゴケグモにご注意ください
　毒を持つセアカゴケグモが11月８日（木）、甲南町希
望ヶ丘本町４丁目地先の歩道脇側溝の中で確認されま
した。これを受けて、周辺道路側溝を調査した結果、数
箇所で成虫約170匹と卵のう約60個を駆除しました。
生息が確認された場所は、最初の発見箇所付近に限ら
れ、それ以上の広がりは確認できませんでした。
　このクモは基本的に、素手で触らなければ噛まれるこ
とはありませんが十分に注意し、見つけた時は情報提供
いただきますようお願いします。

◆クモを駆除する場合◆
　市販の殺虫剤（ピレスロイド系）の噴霧
や、踏みつぶすことで駆除できます。ま
た、卵（卵のう：数百個の卵が入っている
袋）については、しっかり踏みつぶすか、
焼却してください。駆除の際、素手で触
らないよう十分ご注意ください。

生活環境課　環境政策係
☎65-0691　Fax63-4582

問い合わせ

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課　
市
民
窓
口
係

　
☎

　
Fax
６
５
‐
６
３
３
８

ご当地グルメや体験コーナーなど多くの人でにぎわう会場（10日）

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

旅行業者に甲賀の魅力を売り込む市内事業者（9日）

問
い
合
わ
せ

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部 

警
防
課

☎
６
３
‐
７
９
３
４ 

Fax
６
２‐
３
６
６
６

82012.12.1平成24年12月1日9 2012.12.1 平成24年12月1日

kohoadmin
タイプライターテキスト
６
２
｜
４
２
７
２

kohoadmin
タイプライターテキスト

kohoadmin
タイプライターテキスト



年末・年始のし尿くみとり、粗大ごみの収集日程
年末・年始のし尿くみとりおよび粗大ごみの収集日は次の表のとおりです。
なお、年末の臨時し尿くみとりは、直接くみとり業者へ申込期限日までにお申し込みください。（※申込期限は、下表のとおりです。）
また、粗大ごみの年末戸別収集は、非常に混み合うため、ご希望の方は、なるべく早くお申し込みください。

し尿くみとり

家庭ごみ収集

年末粗大ごみ

業者
年末 年始

地域 地区
臨時申込期限日 開始日

㈱水口テクノス
（☎0748-62-1959） 12／13（木） 1／5

（土）

水口 全域

信楽
長野

北新町　　北出町　　問屋町　　陶生町　　広芝町　　東二本丸町　　上二本丸町
新二本丸町　　みのりが丘町　　大窯町　　福島町　　辻町　　中町　　馬場町　　本町　
中出町　　元町　　末広町　　焼屋町　　旭町　　ハイランド町　　つくしが丘町　　　

江田　　神山　　田代　　畑　

㈱日映日野
（☎0748-53-3941） 12／10（月） 1／8

（火）

土山 大野学区
甲賀 相模、大原市場を除く大原学区　　油日学区　　佐山学区
甲南 全域

㈱ヒロセ
（☎0748-52-0943） 12／10（月） 1／4

（金）

土山 鮎河学区　　山内学区　　土山学区
甲賀 相模　　大原市場

信楽
長野 愛宕町　　材木町　　大正町　　新町　　松尾町　　南松尾町　　栄町

小原学区　　多羅尾学区　　雲井学区　　朝宮学区

●年 末

地域 地区（学区）
12／25 12／26 12／27 12／28 12／29 12／30 12／31
火 水 木 金 土 日 月

水口

水口 廃プラスチック類 燃えるごみ
岩上 燃えるごみ 燃えるごみ
柏木 燃えるごみ 燃えるごみ
綾野 廃プラスチック類 燃えるごみ

貴生川 燃えるごみ 燃えるごみ
伴谷 燃えるごみ 資源ごみ※1 燃えるごみ

土山 全域 燃えるごみ 廃プラスチック類

甲賀 全域 燃えるごみ 燃えないごみ※2・
スプレー缶 燃えるごみ

甲南 全域 燃えないごみ※2・
スプレー缶 廃プラスチック類 燃えるごみ

信楽

長野・西・江田・神山 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ
田代・畑 燃えるごみ 廃プラスチック類

雲井・小原・朝宮・多羅尾 缶・廃食油・びん・
燃えないごみ※2 燃えるごみ 廃プラスチック類

不燃物処理場搬入日 ○ ○ 　○※3

甲賀広域行政組合
衛生センター搬入日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

●年 始　1月1日～ 3日の収集はありません。

地域 地区（学区）
1／ 4 1／ 5 1／ 6 1／ 7
金 土 日 月

水口

水口 燃えるごみ
岩上 燃えるごみ 廃プラスチック類
柏木 燃えるごみ 廃プラスチック類
綾野 燃えるごみ

貴生川 燃えるごみ 廃プラスチック類
伴谷 燃えるごみ 廃プラスチック類

土山 全域 燃えるごみ※4 廃プラスチック類※4

甲賀 全域 燃えるごみ 廃プラスチック類
甲南 全域 燃えるごみ 燃えるごみ

信楽
長野・西・江田・神山 燃えるごみ 古紙・スプレー缶・蛍光管・乾電池

田代・畑 燃えるごみ※4 古紙・スプレー缶・蛍光管・乾電池 廃プラスチック類※4

雲井・小原・朝宮・多羅尾 燃えるごみ※4 廃プラスチック類※4

不燃物処理場搬入日 ○
甲賀広域行政組合

衛生センター搬入日 ○ ○

※１　�資源ごみは、びん、缶、スプレー缶、乾電池、蛍光管、ペットボトル、燃えないごみ（埋立・金属・小型電気製品）、廃食油、発
泡スチロール、古紙類です。

※２　燃えないごみは、埋立・金属・小型電気製品です。
※３　臨時開場です。開場時間は９：00 ～ 16：00です。
※４　�土山町・信楽町（田代・畑・雲井・小原・朝宮・多羅尾地区）は年始の収集品目が通常と異なりま

すので、ご注意ください。

地
域 業者 回収申込

期限日
水
口
・
信
楽
地
域

㈱水口テクノス
（☎0748-62-5311）

12／21
（金）

土
山
地
域

㈱ヒロセ
（☎0748-52-0943）

12／26
（水）

正午まで

甲
賀
・
甲
南
地
域

㈱日映日野
（☎0748-53-3941）

12／19
（水）

※�各地域指定の業者に直接お申し込み
ください。

生活環境課　廃棄物対策係
  ☎65-0690　Fax63-4582問い合わせ

年
末
の
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め

〜
年
末
交
通
安
全
運
動
始
ま
る
〜

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
、交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　
実
施
期
間　

　
12
月
１
日（
土
）～
12
月
31
日（
月
）

　
運
動
の
基
本　

　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
運
動
の
重
点　

①
横
断
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
推
進

　
自
動
車
は
、住
宅
地
等
で
は
速
度
を

落
と
し
、目
の
前
の
横
断
歩
道
を
渡
ろ

う
と
し
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、必

ず
一
時
停
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
、横
断
歩
道
を
渡
り
ま

し
ょ
う
。
近
く
に
横
断
歩
道
が
な
け
れ

ば
、見
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
を
渡
り
ま

し
ょ
う
。

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止

　
自
動
車
も
自
転
車
も
、早
め
に（
午
後

４
時
を
目
安
に
）ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま

し
ょ
う
。

　
歩
行
者
や
自
転
車
は
、目
立
つ
服
装

を
し
、反
射
材
を
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
「
自
分
は
お
酒
に
強
い
か
ら
運
転
で

き
る
」と
い
う
考
え
方
は
と
て
も
危
険

で
す
。

　
酒
酔
い
運
転
は
、た
と
え
事
故
を
起

こ
さ
な
く
て
も
、５
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
る

重
大
な
犯
罪
で
す
。

　
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
を
進
め
、

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い・
さ
せ
な
い
」を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

※�

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と
は･･･

　
自
動
車
で
仲
間

と
飲
食
店
等
へ
行

く
場
合
に
、お
酒

を
飲
ま
な
い
人

（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）を
決
め
、そ

の
人
が
仲
間
を
自
宅
ま
で
送
り
届
け

る
運
動
の
こ
と
で
す
。

④�

全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
発
車
前
に
、後
席
も

含
め
た
全
員
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

し
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
６
歳
未
満
の
子
ど
も
に
は
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
お
互
い
に
思
い
や
り
を
持
ち
、事
故

ゼ
ロ
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
の
地
域
安
全
運
動

年末年始の地域安全運動　12月１日～平成25年１月３日

　
年
末
年
始
は
犯
罪
や
非
行
が
多
発
す
る
こ
と
か
ら
、12
月
１
日
よ
り
１
月
３
日
ま
で
全
国
的
に

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
家
庭
に
お
い
て
も
犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

お
出
か
け
前
に
は

　
　
　
　
　
錠
の
チ
ェ
ッ
ク

　
甲
賀
市
で
は
、空
き
巣・
忍
び
込
み
の
被
害
が
前
年
度

か
ら
比
べ
て
10
件
以
上
増
加
し
て
い
ま
す
。　

　
年
末
年
始
は
多
忙
な
た
め
、施
錠
を
し
な
い
ま
ま
外
出

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
少
し
の
時
間
で
も
外
出
や
就

寝
時
に
は
必
ず
戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
実
際
に
起
き
た
犯
行
の
手
口
を
見
る
と
、犯
人
は
建
物

の
窓
や
２
階
か
ら
侵
入
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
窓
の
施
錠
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、窓
や
屋
根
に
登
る

足
場
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
な
い
か
確
認
し
、空
き
巣
や

忍
び
込
み
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う

　
　
　
「
４
つ
の
か
け
る
運
動
」を

　
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て「
４
つ
の
か
け
る
運
動
」を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

① 

い
つ
も
犯
罪
に
つ
い
て「
気
に
か
け
る
」

② �

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
た
め
、「
声
を
か
け
る
」

③ �

家
の
玄
関
ド
ア
、窓
や
自

転
車
、バ
イ
ク
に「
鍵
を

か
け
る
」

④ �

防
犯
装
置・
器
具
の
設

置
、玄
関
灯
や
門
灯
の
点

灯
を「
呼
び
か
け
る
」

◎
甲
賀
市
で
も
、県
や
甲
賀
警
察
署
、地
域
内
の
自

主
防
犯
組
織
な
ど
の
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
り

様
々
な
防
犯
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
活
動
の
１
つ
と
し
て
、甲
賀
湖
南
金
融
防

犯
協
議
会
と
甲
賀
警
察
署
の
連
携
協
定
が
10
月
５

日
、結
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
定
に
よ
り
、金
融
機

関
職
員
が
地
域
で
業
務
を
行
う
際
に
、不
審
に
感

じ
た
こ
と
を
警
察
に
情
報
提
供
す
る
体
制
が
作
ら

れ
、犯
罪
抑
止
に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲�甲賀湖南金融防犯協議会と甲賀警察署の連携に
よる犯罪未然防止活動特別パトロール出動式

問
い
合
わ
せ

　
生
活
環
境
課　
生
活
交
通
係

　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
６
８
６

　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
５
８
２

問
い
合
わ
せ

　
生
活
環
境
課　
生
活
交
通
係

　
☎
６
５
‐
０
６
８
６　
Fax
６
３
‐
４
５
８
２

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
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寄付を受け取る中嶋市長

小
お

栗
ぐり

近畿農政局長から賞を受ける小
お

倉
ぐら

剛
つよし

顧問と
谷
たに

川
がわ

栄
えい

作
さく

理事

「
い
の
ち
」に
つ
い
て
考
え
る
日  

︱
12
月
１
日
は「
い
の
ち
の
日
」で
す
︱

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
市
内
選
手
が
活
躍

　
現
在
、日
本
で
は
毎
年
３
万
人
を
超
え
る
人
々
が
自
殺
に
よ

り
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
未
遂
者
も
含
め
れ
ば
、更
に
莫
大
な

数
に
な
り
ま
す
。

　
身
近
な
人
々
と
寄
り
添
っ
て
、お
話
し
を
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
も
し
も
、自
分
や
自
分
以
外
の
人
に
少
し
で
も
い
つ
も
と

違
う
様
子
を
感
じ
た
ら
、友
だ
ち
や
家
族
、行
政
機
関
や
、医
療

機
関
な
ど
に
相
談
に
行
く
、ま
た
は
、行
く
よ
う
に
促
し
て
く

だ
さ
い
。

　
普
段
か
ら
家
族
や
友
だ
ち
、恋
人
な
ど
身
近
な
人
た
ち
に
優

し
く
寄
り
添
い
な
が
ら
お
互
い
の
心
身
の
状
態
を
見
守
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
悩
み
が
大
き
く
な
ら
な
い
う
ち
に
悩

み
を
共
有
す
る
こ
と
で
、新
し
い
考
え
方
が
み
つ
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

【
相
談
機
関
】

◦
滋
賀
い
の
ち
の
電
話

　
　
☎
0
7
7
-5
5
3
-7
3
8
7

　
　
　
（
金・土・日
／
10
時
〜
22
時
）

◦
健
康
推
進
課

　
　
☎
6
5
-0
7
3
7

　
　
　

�（
月
〜
金
／
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
、 

祝
日
年
末
年
始
を
除
く
）

　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
国
体「
第
12
回
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会　
ぎ
ふ
清
流
大
会
」に
市

内
か
ら
４
名
の
選
手
が
参
加
さ
れ
、各
々
メ
ダ

ル
を
手
に
凱
旋
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
、障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
い
ろ

い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
始
め
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
は
自

立
支
援
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

来
迎
寺
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
か
ら

銘
文
見
つ
か
る

　
今
年
６
月
、信
楽
町
中
野
の
来ら
い

迎ご
う

寺じ

の
本
尊

で
あ
る
木も

く

造ぞ
う

阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

立り
ゅ
う

像ぞ
う

を
修
理
の
た

め
解
体
し
た
と
こ
ろ
、後
頭
部
と
体
部
背
面
か

ら
銘
文
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
発
見
に
よ
り
、市
教
育
委
員
会
は
、９

月
に
指
定
し
た
有
形
文
化
財
５
件
に
加
え
、10

月
22
日
に
甲
賀
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
し

ま
し
た
。

　

後
頭
部
に
は
、文
永
六
年（
１
２
６
９
）六
月

十
五
日
と
い
う
こ
の
お
像
が
造
ら
れ
た
鎌
倉
時

代
の
年
号
と
、作
者
で
あ
る
法ほ

う

眼げ
ん

院い
ん

快か
い

は
じ
め

３
名
の
仏
師
の
名
前
が
記
さ
れ
、さ
ら
に
体
部

の
背
面
に
は
中
央
の
一
行
に「
後

の
ち
の
西さ
い
園お
ん
寺じ

太だ

政
じ
ょ
う

大だ
い
臣じ
ん

入に
ゅ
う
道ど
う
殿
三み

七な
の
日か

供
養
本
尊
也
」と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
西
園
寺
太
政
大
臣
と
は
、鎌
倉
時
代
前
期
の

公く

卿ぎ
ょ
うで
鎌
倉
幕
府
と
も
親
し
い
公
家
と
し
て
知

ら
れ
た
西さ

い

園お
ん

寺じ

実さ
ね

氏う
じ

の
こ
と
で
す
。
実
氏
は
、

文
永
６
年
６
月
７
日
に
没
し
て
い
る
の
で
、没

後
た
だ
ち
に
こ
の
お
像
が
造
ら
れ
は
じ
め
、三み

七な
の
日か

忌き

の
供
養
の
本
尊
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
市
内
で
こ
う
い
っ
た
銘
文
が
入
っ
た
仏
像
が

見
つ
か
る
の
は
ま
れ
で
、日
本
史
に
名
を
残
す

人
物
の
名
が
記
さ
れ
た
上
、お
像
が
造
ら
れ
た

目
的
、造
像
の
年
代
や
作
者
が
判
明
す
る
な
ど
、

甲
賀
市
の
歴
史
を
知
る
上
で
重
要
な
発
見
と
な

り
ま
し
た
。

※�「
甲
賀
市
新
指
定
文
化
財
展
」（
期
間：12
月
16
日

（
日
）ま
で　

場
所：
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
）

で
、写
真
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

山本教育長に結果報告を行う
選手のみなさん

選手名 競技(種目名） 記録

山
やま

中
なか

　大
だい

輔
すけ

さん 走り幅跳び 4m82cm

下
しも

川
かわ

　一
かず

馬
ま

さん
100m 12秒01
200m 24秒45

與
よ

座
ざ

　優
ゆう

太
た

さん 50m 6秒98

山
やま

口
ぐち

　　瞳
ひとみ

さん
100m 15秒50
50m 8秒05

自立支援課　自立支援係
☎65-0702　Fax63-4085

問い合わせ

　

今
年
で
26
回
を
数
え
る「
あ
い

の
土
山
マ
ラ
ソ
ン
」が
11
月
４
日
、

絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
な
か

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま

で
過
去
最
多
、３
，４
１
３
人
の
ラ

ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
日
本
陸
連
公
認
の
こ
の
コ
ー
ス

は
、高
低
差
が
お
よ
そ
１
０
０

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
国
内
屈
指
の
難

コ
ー
ス
で
す
が
、参
加
者
は
美
し

い
紅
葉
の
な
か
途
切
れ
る
こ
と
の

な
い
沿
道
か
ら
の
温
か
い
声
援
に

励
ま
さ
れ
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
め
ざ

し
ま
し
た
。

　
主
会
場
と
な
っ
た
土
山
体
育
館
周
辺
で
は
城
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
大
会
を

盛
り
上
げ
、特
産
品
販
売
の
テ
ン
ト
村
や
、豚
汁
の
ふ
る
ま
い
も
好
評
で
、走
り
終

え
た
ラ
ン
ナ
ー
ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、市
内
の
参

加
者
で
は
、マ
ラ
ソ

ン
女
子
で
水
口
町
の

藤ふ
じ

井い

由ゆ

美み

子こ

さ
ん
が

７
位
入
賞
、ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
女
子
で
土

山
町
の
三み

日か

月づ
き

麻ま

衣い

さ
ん
が
４
位
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。

  
過
去
最
多
３
，４
１
３
人
が
健
脚
競
う

『
あ
い
の
土
山
マ
ラ
ソ
ン２０

１
２
』

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）の
全

国
一
斉
自
動
放
送
の
再
試
験
を
行
い
ま
す
。

　
実
施
箇
所
は
、甲
南
町
一
円
に
な
り
、防
災
行
政
無

線
で
各
戸
に
設
置
さ
れ
て
い
る
個
別
受
信
機
や
屋
外

拡
声
器
か
ら
試
験
放
送
が
流
れ
ま
す
。

◦
実
施
日
時　
12
月
12
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
10
時
と
10
時
30
分
の
計
２
回

◦
対
象
地
域　
甲
南
町
一
円

◦
放
送
内
容　

�「
こ
れ
は
試
験
放
送
で
す
」を
３
回
連

呼
し
、そ
の
前
後
に「
こ
ち
ら
は
防
災

甲
南
で
す
」と
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
「
梨な
し
田だ

昌ま
さ
孝た
か
氏
を
囲
む　
第
11
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
」が
11
月
６
日
、土
山
町
黒
川
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
滋
賀
で
開
催
さ
れ
、元
プ
ロ
野
球
監
督
の
梨
田
さ
ん
か

ら
111
万
６
千
円
の
寄
付
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
い
た
だ

い
た
浄
財
は
、市
を
通
じ
て
甲
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

寄
付
さ
れ
、子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
日

は
長
年
続
け
ら

れ
た
梨
田
さ
ん

の
善
意
に
対
し
、

中
嶋
市
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
土
山
町
鮎
河
を
拠
点
に
活
動
す
る「
農
事
組
合
法
人
す
ご
い
え
ぇ
の

う
鮎
河
」が
農
林
水
産
省
の
実
施
す
る「
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰

事
業
」で
、最
高
賞
と
な
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
郷
土
愛
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
巻
き
込
ん
だ

活
動
や
、鮎
河
の
特
産
野
菜「
鮎あ
い
河が

菜な

」の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
が
選
考
の

際
に
大
き
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
小お

倉ぐ
ら

剛つ
よ
し

顧
問
は「
郷
土
愛
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
を
持
ち
続
け
、地

域
と
共
に
地
域
を
元
気
に
し
て
い
け
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。」と
、今
後
の
抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

試
験
放
送
に
つ
い
て

梨
田
元
監
督
に
感
謝
状

鮎あ
ゆ

河か
わ

の
営
農
法
人
の
む
ら
づ
く
り
に

農
林
水
産
大
臣
賞

問
い
合
わ
せ

　
危
機
管
理
課　
防
災
危
機
管
理
係

　
☎
６
５
‐
０
６
６
５　
Fax
６
３
‐
４
６
１
９

緊張のスタート

ゴールの瞬間

問
い
合
わ
せ

　
健
康
推
進
課　
健
康
増
進
係

　
☎
６
５‐０
７
３
７　
Fax
６
３‐４
５
９
１

▲木造阿弥陀如来及両
りょう

脇
わき

侍
じ

立
りゅう

像
ぞう

（左：勢
せい

至
し

菩薩立像　中尊：阿弥陀如来立像　右：観音菩薩立像）

◀
解
体
修
理
中
に
発
見
さ
れ
た
貴
重
な
墨
書
銘
文
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地域市民センター東西南北 キラリ輝く
自治振興会の活動内容を紹介しています

　
甲
南
町
市
原
区
公
民
館
で
10
月
28
日
、市
原
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
地
域
の
有
志
に
よ
る
呼
び
か
け
で
ス
タ
ー
ト
し
、10
年

目
を
迎
え
る
今
年
は
、約
80
点
も
の
作
品
が
公
民
館
い
っ

ぱ
い
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
力
作
ぞ
ろ
い

で
、近
所
の
皆
さ
ん
が
出
さ
れ
た
作
品
に
会
場
を
訪
れ
た

方
は
一
点
一
点
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
青
い
目
の
人
形　
メ
リ
ー
ち
ゃ
ん
」を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、甲
南
第
二
小
学
校
か
ら
お
借
り
し
て
特
別

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
人
形
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
小

学
校
に
来
た
い
き
さ
つ
や
、今
は
数
少
な
い
貴
重
な
人
形

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
、紙
芝
居
で
楽
し
く
説
明
さ
れ
、

地
域
の
宝
物
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
山
内
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、自
然
の
す
ば
ら
し
さ
や
野
生
鳥
獣
た
ち
と

の
共
生
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
と
10
月
１
日
か
ら
11
月
16
日
ま
で
、「
野
生

の
王
国
」
～
鈴
鹿
山
麓
に
生
息
す
る
動
物
た
ち
～
を
開
催
し
ま
し
た
。　
　

　
展
示
内
容
は
、鈴
鹿
山
麓
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
森
の
中
に
、猪・猿・鹿・む
さ
さ

び
な
ど
の
は
く
製
を
31
点
展
示
し
て
い
る
も
の
で
、お
客
様
か

ら
は「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
動
物
が
一
同
に
見
ら
れ
る
の

は
、め
ず
ら
し
い
」と
喜
び
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
食
害
が
年
々
増
加
し
て
い
る
中
で
、動
物

た
ち
と
共
生
を
図
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
課
題
で
す
。
し

か
し
、子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
山
を
整
備
し
た
り
、広
葉
樹
を
植

林
す
る
と
か
は
僕
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
や
」と
す
ば
ら
し
い

意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
然
を
守
る
こ
と
は
私
た
ち
の

生
活
圏
を
守
る
こ
と
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
貴
生
川
小
学
校
で
は
10
月
10
日
、さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
中「
飯
道
登
山
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
好
ま
し
い
人
間
関
係
と
連
帯
感
を
育
む
こ
と

を
目
的
に
、昭
和
55
年
に「
全
校
登
山
」と
し
て
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
児
童
の
増
加
と
安
全
面
の
配
慮
か
ら
平
成
20

年
か
ら
は
高
学
年
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
児
童
３
０
０
人
が
、学

年
を
越
え
た
班
構
成
で
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
と
共
に
頂
上

を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　
登
山
道
の
途
中
に
あ
る「
杖
の
権
現
休
憩
所
」で
は
、汗

だ
く
に
な
っ
て
登
っ
て
く
る
子
ど
も
達
を
行
者
姿
の
飯

道
山
行
者
講
の
方
が
ほ
ら
貝
を
吹
い
て
迎
え
て
く
だ
さ

り
、そ
こ
で
休
憩
し
た
子
ど
も
達
は
ま
た
元
気
を
回
復
し

て
、頂
上
を
経
由
し
て
飯
道
神
社
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
思
わ
ず
目
を
疑
う
ほ
ど
リ
ア
ル
な
人
間
の
姿
を
し
た
案
山
子
や
人
気
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
形
ど
っ
た
案
山
子
が
田
代
高
原
の
郷
に
勢
揃
い
し
ま
し
た
。

見
物
客
か
ら
は「
凄
い
！
こ
れ
が
か
か
し
？
」と
驚

き
の
声
。

　
10
月
27
日・
28
日
に
開
催
さ
れ
た
案
山
子
ま
つ
り

（
田
代・
畑
分
会
）は
今
年
で
９
回
目
と
な
り
、田
代

の
農
産
物
販
売
や
大
道
芸
、和
太
鼓
の
演
奏
も
あ

り
、里
山
の
秋
が
一
層
に
ぎ
や
か
に
な
る
人
気
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
案
山
子
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、入
場
者

の
投
票
に
よ
り
優
秀
作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、雨
風
に

打
た
れ
な
が
ら
も
堂
々
と
そ
び
え
立
つ
姿
は
貫
禄

さ
え
感
じ
ま
し
た
。

文
化
祭
で
地
域
の
ふ
れ
あ
い
を甲

南
第
二
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

野
生
の
王
国
を
開
催
し
ま
し
た

山
内
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

貴
生
川
小
学
校
で
飯
道
登
山

貴
生
川
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

案か

か

し
山
子
が
お
出
迎
え

信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
自
分
の
体
力
を
知
ろ
う

　
　
　
～
体
力
測
定〔
健
康
福
祉
部
〕～

　

今
の
自
分
の
体
力
は
？
と
聞
か
れ
て
も
わ

か
る
人
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
中
高
年
以
降

に
な
る
と
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
落
ち
て
い

く
体
力
を
維
持
し
、寝
た
き
り
防
止
に
役
立
て

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、数
種
類
の
体
力
測

定
器
具
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

各
区
の
行
事（
運
動
会
や
文
化
祭
、い
き
い

き
サ
ロ
ン
な
ど
）の
際
に
体
力
測
定
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

体
力
低
下
を
防
ぐ
体
操
は

な
い
の
？
と
聞
か
れ
る
ぐ
ら

い
、自
分
の
体
力
を
気
に
か
け

て
い
る
人
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
測
定
だ
け
に
終
わ
ら
ず
、次

の
段
階
の
事
業
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
力
を
結
集
し
て

～
地
域
交
流
と
獣
害
対
策〔
地
域
振
興
部
〕～

　
佐
山
学
区
で
は
、学
区
内
の
４
自
治
区
の
力

を
一
つ
に
す
る
地
域
交
流
の
た
め
に
、グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、各
自
治
区
か
ら

の
８
チ
ー
ム
が
、夏
季
ナ
イ
タ
ー
で
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、佐
山
学
区
内
で
は
、近
年
サ
ル
被
害

が
ひ
ど
く
、学
区
全
体
で
取
り
組
も
う
と
、サ

ル
追
い
払
い
隊
を
結
成
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
市
出
前
講
座
で
勉
強
し
、購
入
し
た
エ

ア
ー
ガ
ン
で
、猿
接
近
情
報
や
目
撃
情
報
を
も

と
に
追
い
払
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
有
効
手

段
を
検
討
し
、継
続
し
て
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

　
住
み
よ
い
佐
山
づ
く
り
の
た
め
に

～
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル〔
生
活
環
境
部
〕～

　
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
佐
山
学
区
に

す
る
た
め
に
、青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
、

資
格
を
得
た
生
活
環
境
部
員
等
が
当
番
制
で

週
１
～
２
回
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
目
的
は
、「
交
通
安
全
の
推
進
」「
盗
難

等
の
防
犯
防
止
」「
ポ
イ
捨
て
、不
法
投
棄
防
止

等
の
環
境
美
化
」の
三
つ
で
す
。

　
さ
ら
に
、啓
発
の
た
め
に
パ
ト
ロ
ー
ル
中
は

誰
に
で
も
積
極
的
に
声
掛
け
を
し
た
り
、の
ぼ

り
旗
を
作
成
し
、各
種
運
動
期
間
中
に
合
わ
せ

て
交
通
安
全
旗
、環
境
美
化
旗
、防
犯
防
止
旗

を
掲
げ
た
り
し
て
、自
治
振
興
会
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
事
と
、頑
張
っ
て
い

ま
す
。

No.08

― 佐山学区自治振興会 ―
　佐山学区自治振興会は、４自治区
独自の活動を尊重しつつ、５年後、
10年後を見据え、地域づくりの目標
に沿って、３つの部会が共通課題解
決のため取り組んでいます。

★まちづくりの目標★
〔安心〕 安心して暮らせる地域づくり
〔安全〕 安全な環境づくり
〔健康〕 いつまでも健康で楽しい地域

問
い
合
わ
せ

　
佐
山
学
区
自
治
振
興
会
事
務
局

　
　
（
佐
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
８
８
‐
８
０
６
２　
Fax
８
８
‐
８
０
６
３

１位に選ばれた大
おおひらかついち

平勝一さんの「もちつき」

▲元気に生活するために

▲グラウンドゴルフで地域交流

▲自治振興会で防犯パトロール

「しめ縄づくり」
を開催します

 

●日時／12月22日（土）
　　　　９時～12時
●場所／�佐山地域市民

センター
※�詳細は佐山学区自治

振興会まで
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子どもたちにテニスの▶
基本を教える長塚さん

　障害者支援施設「やまなみ工房」で創作活動に打
ち込む鎌江さんは、平成３年から陶芸班で活動を始
め、粘土作品を主に作られています。その作品は、
正規に芸術を学んでいない者により生み出された
芸術「アール・ブリュット」として、昨年滋賀県主催
で開催された「ぴかっtoアート展」で大賞を受ける
など高い評価を受けています。

　工房の鎌江さんを訪ねると、作品に向かって一心
に粘土の玉を張り付ける姿がありました。その作
業は、無数の小さな粘土の玉を丁寧に張り付けてい
く、根気を要する作業です。しかし、鎌江さんは集
中力を切らさず、大きな作品では１か月以上も作業
に没頭します。
　鎌江さんは、作品づくりで最も楽しいことは「出
来上がった作品を多くの人に見てもらうことで
す。」と話します。彼女は、作品を介して多くの人た
ちとコミュニケーションをとるようになりました。
彼女は、自己表現のため「これからもずっと作品づ
くりを続けます。」と話します。
　鎌江さんの作品は2010年、パリ市立アル・サン・

ピエール美術館で開催さ
れた「アール・ブリュッ
ト・ジャポネ展」に出展さ
れるなど、世界の舞台で
も高い評価を受けていま
す。長い時間をかけてで
きあがったものをみんな
に見てもらう「一番うれ
しいとき」のために、今日
も細かな粘土に愛情を注
ぎ込みます。

※�鎌江さんの作品は『やまなみ工房　Gallery　gufguf』の常設展と、
湖南市『じゅらくの里福祉パーク館』で12月24日まで開催中のアー
ル・ブリュット展でご覧いただけます。

作品をとおして多くの人たちと
コミュニケーションを

　
多
羅
尾
小
学
校
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
が
11
月
３
日
、同
小
学

校
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
、同
校
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
と

し
て
今
年
で
25
年
目
を
迎
え
、子
ど
も
た
ち
は
例
年
、４

月
に
脚
本
づ
く
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、練
習
を
重
ね
ま

す
。

　
今
年
の
作
品
は
童
話「
と
も
だ
ち
や
」で
、寂
し
が
り
や

の
森
の
キ
ツ
ネ
が
商
売「
と
も
だ
ち
や
」を
始
め
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
森
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
と
交
流
し
な
が

ら
、本
当
の
友
情
を
育
ん
で
い
く
と
い
う
内
容
で
、全
校

児
童
12
名
が
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
披
露
し
、本
当
の
友
だ

ち
と
は
何
か
を
見
事
に
表
現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
は
11
月
10
日
に
信
楽
ホ
ー
ル
で
も

上
演
さ
れ
、今
年
も
各
ス
テ
ー
ジ
で
小
さ
な
主
役
た
ち
が

大
き
な
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

森
の
動
物
た
ち
が

　
　
　「
友
情
」を
表
現

　愛荘町にあるブラジル人学校「コレジオ・サン
タナ学園」の皆さんが11月６日、伴谷東小学校
を訪ね、言葉と国を越えた交流会が催されまし
た。
　交流会は国際交流することを目的に実施され
たもので、伴谷東小の４年生約80人が、けん玉
や羽根つきなどの日本伝統の遊びを、ブースご
とにわかれてブラジル人の子どもたちと楽しみ
ました。
　言葉は通じ
ないものの、
子ども同士遊
びを通してつ
ながる笑顔は
みな同じで、
身振り手振り
で遊びを楽し
んだ両校の子
どもたちには
忘れられない
思い出となっ
たようです。

伝統遊びで国際交流秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
で

▲「だるま落とし」はこうして遊ぶんやで

▲歌で心をひとつに

　
今
年
開
園
し
た
貴
生
川
認
定
こ
ど
も
園
で
11
月
６
日
、焼
き
い
も
会
が
地
元
老
人
ク
ラ
ブ
の

協
力
を
得
て
催
さ
れ
、３
歳
以
上
の
園
児
約
2
5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
同

園
の
畑
に
５
月
末
、老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

と
園
児
た
ち
が
苗
を
植
え
付
け
た
も
の
で

す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
し
、給
食
の

時
間
に
お
い
し
く
焼
き
上
が
る
よ
う
お
ま
じ

な
い
の
言
葉
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
給
食
の
時
間
に
な
り
焼
き
あ
が
っ
た
い
も

が
部
屋
に
届
け
ら
れ
、香
ば
し
い
匂
い
が
部

屋
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
と
、歓
声
を
あ
げ
な

が
ら
、秋
の
味
覚
を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

▲歓声に手をあげて応える東儀さん

多羅尾小学校創作オペレッタ
「ともだちや」

貴生川認定こども園
焼いも会

69

　
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
選
手
で
元
プ
ロ

テ
ニ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
長な
が

塚つ
か

京き
ょ
う

子こ

さ
ん
に
よ
る
テ
ニ
ス
教
室
が
11
月
13

日
、朝
宮
小
学
校
で
行
わ
れ
全
校
児

童
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
手
に
す
る
児

童
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、ラ
ケ
ッ

ト
の
持
ち
方
か
ら
打
ち
方
ま
で
丁
寧

に
教
わ
り
、最
後
は
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
授
業
の
最
後

に
は
、長
塚
さ
ん
か
ら
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
サ
イ
ン
ボ
ー
ル

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
授
業
を
終
え
た
長
塚
さ
ん
は「
テ
ニ
ス
を
通
じ
た
対
戦
相
手
や
ペ

ア
と
の
や
り
と
り
の
中
で
、思
い
や
り
の
心
を
養
っ
て
ほ
し
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。」と
話
し
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
を
通
じ
て
思
い
や
り
の
心
を

▲鎌江さんの作品　

　クラシックカー 80台が京都から東京の間をつなぐ
「ラリーニッポン2012」が11月３日開催され、経由地と
なった市役所水口庁舎周辺でも歓迎イベントが催され
ました。
　会場では、B級グルメ市やステージイベントも同時開
催され、多くの来客で賑わいました。
往年の名車たちが道路を埋め尽くすと、道路脇の安全地
帯には人だかりができ、中でも今年参加された俳優の唐
沢寿明さんや、雅楽師の東儀秀樹さんなど有名人が到着

するとひときわ大きな歓
声があがっていました。
　「これだけの名車が勢ぞ
ろいして、公道を走るな
んて夢のような光景です
ね。」と、ファンの１人は目
を輝かせていました。

クラシックカーの祭典
RALLY NIPPON 2012

朝宮小学校テニス教室

伴谷東小学校総合学習

▲�自分たちで焼いたおいもはおいしいね

芸術家

鎌
かま

江
え

 一
かず

美
み

さん
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こうか
まちかど特派員

となりまちいこ かめやま

うか

が

情報交流ひろば

一年の始まりは、ジョギングと温泉入浴から � 伊賀市 亀山温泉 白
しら

鳥
とり

の湯 � 亀山市

『
ま
た
来
て
ね
』
そ
の一言
が
励
み
に

田
た
村
むら
　照
てる
代
よ

人
の
話
を
た
だ
聞
く
と
い
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

毎
日
、
様
々
な
人
と
接
し
、
会
話
す
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
れ
ば
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
に
話
を
聞
い
て
も
ら
お
う
」
な
ん
て

思
い
も
し
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
１
日

中
誰
と
も
会
話
を
し
な
い
人
や
、
そ
う
い

う
日
が
何
日
も
続
く
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

そ
ん
な
見
逃
さ
れ
が
ち
な
所
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
て
活
動
さ
れ
て
い
る
の
が
、
お
話
し

相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
よ
り
そ
い
」
で
す
。

あ
る
訪
問
の
機
会
に
同
行
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

約
束
よ
り
も
５
分
早
く
到
着
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
す
で
に
玄
関
の
戸
が
開
か
れ

て
い
て
、
利
用
者
の
方
は
楽
し
み
に
待
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

お
話
を
聞
く
の
は
30
分
程
度
な
の
で
す

が
、ま
だ
ま
だ
い
て
ほ
し
い
と
い
う
表
情
で
、

お
話
が
途
切
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
緒
に
楽
し
く
お
話
し
し
た
後
は
、

い
つ
も
「
心
に
寄
り
添
え
た
か
な
」「
疲
れ

ら
れ
た
の
で
は
」
な
ど
と
気
に
は
か
か
る
も

の
の
、「
ま
た
来
て
ね
。」
と
言
っ
て
も
ら
え

る
と
、
何
よ
り
も
励
み
に
な
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、「
お
話
し
相
手
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
本
当
は
自
分
が
楽
し
ん
で
い
る
の

か
も
」
と
、
メ
ン
バ
ー
は
話
さ
れ
ま
す
。

こ
の
活
動
を
し
よ
う
と
思
わ
れ
た
き
っ

か
け
に
つ
い
て
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
尋

ね
て
み
ま
し
た
。

◦
新
聞
や
雑
誌
で「
傾
聴
」に
つ
い
て
知
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
受
講
し
て
み
て
、

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

◦
お
し
ゃ
べ
り
が
好
き
な
の
で
、
将
来
自
分

が
１
人
に
な
っ
た
時
に
話
を
聞
い
て
く

れ
る
人
が
い
た
ら
嬉
し
い
だ
ろ
う
と
い

う
思
い
で
始
め
た
。

◦
色
ん
な
人
に
出
会
え
る
こ
と
で
、
こ
れ
か

ら
の
生
き
方
の
プ
ラ
ス
に
し
た
い
か
ら
。

な
ど
、
他
に
も
多
く
の
思
い
を
語
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

お
話
し
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
空
い

た
時
間
を
利
用
し
て
無
理
な
く
出
来
る
活

動
で
す
。
地
道
に
長
く
続
け
て
い
く
た
め

に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力
が
必
要
で

す
。
お
話
し
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
よ
り
そ

い
」
で
は
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
誰
か
の
心
に
そ
っ
と
寄
り
添
え
た
ら
…
」
そ
ん
な
思
い
で
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
よ
り
そ
い
」
は
、

２
年
前
に
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。「
そ
の
活
動
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
メ
ン

バ
ー
の
方
々
の
思
い
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 〜

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
〜

VOL.23

〜心も体もゆったり、ほっこり〜〜第37回おおやまだ元日マラソン〜

　

天
然
温
泉
の
内
風
呂
と
露
天

風
呂
を
備
え
た「
亀
山
温
泉
白
鳥

の
湯
」。
透
明
で
ぬ
る
ぬ
る
と
し

た
肌
触
り
の
湯
で
、泉
質
は
ナ
ト

リ
ウ
ム
︱
塩
化
物・炭
酸
水
素
塩

温
泉
。
切
り
傷
、や
け
ど
、慢
性
皮

膚
病
、神
経
痛
、筋
肉
痛
な
ど
に

効
能
が
あ
り
ま
す
。
亀
山
市
を

訪
れ
た
際
は
、ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

【
と
こ
ろ
】
亀
山
市
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
あ
い
あ
い
」内（
亀
山
市

羽
若
町
5
4
5
）

【
営
業
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
８

時（
受
付
は
午
後
７
時
30
分
ま
で
）

【
休
業
日
】
毎
週
火
曜
日（
祝
日
の

場
合
は
水
曜
日
）、年
末
年
始

※
毎
月
11
日
は
市
民
デ
ー
で
、市
外

の
方
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
入
浴
料
】
1
5
0
円（
65
歳
以
上

…
1
0
0
円
、12
歳
未
満
…
50
円
）

※
入
浴
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
ア
ク
セ
ス
】
東
名
阪
自
動
車
道
亀

山
IC
か
ら
車
で
約
10
分

●
期　
日
／
平
成
25
年
１
月
13
日（
日
）

●
会　
場
／
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
ほ
か

●
対　
象
／
平
成
４
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　
　
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
日　
程
／
13
時
30
分
～　
開
場
・
受
付

　
　
　
　
　
14
時
～
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　
第
１
部　
記
念
式
典

　
　
　
　
　
14
時
45
分
～
15
時
30
分

　
　
　
　
　
　
第
２
部　
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
新
成
人
の
つ
ど
い
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
校
対
抗
ク
イ
ズ
大
会

※�

第
２
部
終
了
後
は
次
の
時
間（
開
会
）・
会
場
で
各
中
学
校

別
に
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◦
水
口
中	

18
時
～
21
時　
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口

◦
城
山
中	

16
時
15
分
～
17
時
15
分　
碧
水
ホ
ー
ル

◦
水
口
東
中	

調
整
中　

◦
土
山
中	

17
時
～
19
時　
森
文
化
ホ
ー
ル

◦
甲
賀
中	

17
時
30
分
～
19
時　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

◦
甲
南
中	

17
時
～
19
時　
忍
の
里
プ
ラ
ラ

◦
信
楽
中	

17
時
～
19
時　
信
楽
中
央
公
民
館

●
そ
の
他
／

◦�

参
加
対
象
の
方
へ
は
個
別
に
招
待
状
は
送
付
し
ま
せ
ん
が
、

対
象
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。（
市
内

在
住
の
有
無
を
問
い
ま
せ
ん
）

◦�

当
日
は
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦�

本
人
以
外
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、付
き
添
い
が
必
要
な
場
合
は
、事
前
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
主　
催
／

　
甲
賀
市
・
甲
賀
市
教
育
委
員
会
・
成
人
式
実
行
委
員
会

平
成
25
年（
２
０
１
３
年
）

甲
賀
市
成
人
式

　

伊
賀
市
最
東
部
の
さ
る
び
の

温
泉
周
辺
を
舞
台
に
、『
お
お
や
ま

だ
元
日
マ
ラ
ソ
ン
』が
開
催
さ
れ

ま
す
。
毎
年
約
3
0
0
名
が
参

加
し
、3・5
㎞
、５
㎞
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
と
２
㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
、新

春
を
迎
え
た
清
々
し
い
気
分
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
ゴ
ー

ル
後
は
、大
山
田
地
域
の
農
産
物

や
温
泉
入
浴
券
な
ど
数
多
く
の

品
物
が
当
た
る『
お
楽
し
み
抽
選

会
』も
あ
り
ま
す
。

※�

当
日
の
飛
び
入
り
参
加
も
で
き

ま
す
。

【
と　
き
】　
平
成
25
年
１
月
１
日

　
　
受
付
：
午
前
７
時
45
分
～

【
と
こ
ろ
】大
山
田
温
泉
さ
る
び
の

温
泉（
伊
賀
市
上
阿
波
2
9
5
3
）

【
ア
ク
セ
ス
】名
阪
国
道
中
在
家
IC

か
ら
車
で
約
20
分

問い合わせ
Fax

甲賀市広報課
　６５-0675　　63-4619Fax

伊賀市秘書広報課
　０５９５-２２-９６３６　　０５９５-２２-９６１７Fax

亀山市広報秘書室
　０５９５-８４-５０２2　　０５９５-８２-９６８５

問
い
合
わ
せ

お
お
や
ま
だ
元
日
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会

☎
０
５
９
５-

４
８-

０
０
０
９

問
い
合
わ
せ

亀
山
市
健
康
福
祉
部
地
域
福
祉
室

☎
０
５
９
５-

８
４-

３
３
１
１

問
い
合
わ
せ

　
あ
い
こ
う
か
市
民
活
動

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
８
６
‐
６
１
７
３

問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課　
青
少
年
育
成
係

　
☎
８
６
‐
８
０
２
２　
Fax
８
６
‐
８
３
８
０

お話し相手ボランティア
「よりそい」

あいこうか市民活動
ボランティアセンター

ボランティアを
したい人 利用者

申し込み

訪問

ボランティア
講座受講
又は相談

活
動

依
頼

・家族
・ケアマネージャー
・民生委員　など

定例会　�できるだけ利用者さんの希望に添える
ように意見交換をします

楽しいひととき

伊勢関IC

向井IC

関トンネル

板屋IC
南在家IC

久我IC 関IC

芸濃IC

亀山IC

亀山JCT

鈴鹿IC

亀山PA
スマートIC

亀山関加太

JR関西本線

JR関西本線

新
名
神
高
速
道
路

1

1

25

306

10
伊勢自動車道

し
ま
が
は
ら

つきがせぐち

にい

にしおおて
う
え
の
し

ひろこうじ

かやまち

いだみち

いちべ

いなこ

まるやま

うえばやし

ひどべ
ん
か
が
い

み
は
た

ぐ
な
さ

う
ど
ん
し

つげ

道
鉄
賀
伊

なばり

いがこうづ

にしあおやま

尼ヶ岳

三国越林道

線阪
大鉄
近

ま
や
お
あ

あかめぐち

伊賀IC

至名古屋

至奈良

至
奈
良・
大
阪

至大阪

至伊勢

上柘植IC

下柘植IC

御代IC

壬生野IC

伊
賀　一

之
宮
IC

友生IC

中
瀬
IC
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情報のまど information
第6回甲南ふれあいじんけん寄席
●日時／12月15日（土）13時30分～
15時（13時受付開始）
●場所／忍の里プララ　大ホール
●内容／講談：旭

きょく

堂
ど う

南
な ん

湖
こ

　
浪曲：春

は る

野
の

恵
け い

子
こ

　落語：月
つき

亭
て い

太
た い

遊
ゆ う

※参加無料
問／甲南公民館（甲賀市人権教育
推進協議会）　
86-3036 ／Fax 86-8119

　  募　集
市営住宅入居者募集
●募集期間／12月3日（月）〜12月
11日（火）
　募集案内や申込書等は、12月3日
から住宅建築課で配付します。
　また、甲賀市ホームページでもご覧
いただけます。
問／住宅建築課公営住宅係
65-0609 ／Fax 63-4601

サントピア 勤労青少年ホーム
冬の教室・短期教室 受講生募集
◎初級ハングル教室
●日時／1月7・21日、2月4・18日、3
月4・18日　隔週月曜 全6回 19時
〜20時30分
●定員／10名 ●受講費／1,000円
◎冬のフラワーアレンジメント教室
●日時／2月4日（月） 全1回 19時
30分〜21時30分
●定員／8名 ●受講費／2,700円
◎伝統文化を楽しもう　お茶教室
●日時／1月21日（月）、2月4日（月）
隔週月曜　全2回 19時〜21時
●定員／10名 ●受講費／1,700円
◎パン教室
●日時／1月29日、2月12・26日（火）
隔週火曜 全3回 19時〜21時
●定員／10名 ●受講費／3,300円
◎英会話教室
●日時／1月9日（水）〜2月20日（水）
　毎週水曜 全7回 19時〜21時
●定員／10名 ●受講費／2,200円
◎バルーンアレンジメント教室
●日時／1月23日（水）、2月6日（水）
　隔週水曜 全2回 19時〜21時
●定員／8名 ●受講費／3,300円

◎脂肪燃焼ビクス教室
●日時／1月10日（木）〜2月7日（木）毎
週木曜 全5回 19時30分〜20時30分
●定員／30名 ●受講費／600円
◎陶芸教室
●日時／1月17日、2月21日、3月21
日 毎月第3木曜 全3回 19時〜21時
●定員／8名 ●受講費／4,800円
◎料理教室
●日時／1月1 8日（金）〜3月1日

（金） 全7回 19時〜21時
●定員／20名 ●受講費／5,500円
◎パワーヨガ教室
●日時／1月11日（金）〜2月22日

（金） 全7回 20時〜21時
●定員／23名 ●受講費／800円
《以下全教室共通》
●申込期間／12月3日（月）〜12月
17日（月） （土日祝日は除く。受付時
間は9時〜21時）
●申込場所／サントピア水口　勤労
青少年ホーム窓口（電話、代理での申
し込みは不可）
●対象／平成24年4月1日現在で15歳
以上35歳以下の方（中高校生は除く）
問・申／勤労青少年ホーム
63-2952 ／Fax 63-6788

くらしとまちづくり講座
「ビーズアクセサリー教室」
受講生募集
●内容／初心者向けかんたんネックレス
●日時／1月26日（土）
13時30分〜15時30分
●場所／甲南公民館（忍の里プララ）
●講師／中

な か

川
が わ

　昌
ま さ

代
よ

 さん
●対象／甲賀市に在住または在勤の
18歳以上の方
●定員／15名（先着順）
●受講料／2,000円
●申込方法／チラシ裏面の申込用紙
に必要事項を記入の上、受講料を添
えて甲南公民館へご提出ください。
●申込期限／12月1日（土）〜26日

（水）
●その他／詳細については、チラシを
ご確認ください。
●チラシ設置場所／各中央公民館・甲南
地域の各地域市民センター・社会教育課
問／甲南公民館
86-3036 ／Fax 86-8119

市営駐車場の利用者募集
●受付期間／12月3日（月）〜14日

（金）（土・日を除く9:00〜17:00）
●使用開始日／1月1日（火）

〔甲賀駅南駐車場〕
11区画（うち軽自動車4区画）

〔甲南駅前自動車駐車場〕3,000円／月
6区画（うち2区画は身体障がい者用）
※申し込みの際は事前にお問い合わ
せください。（申込者多数の場合は抽
選となります。）
問・申／生活環境課
65-0686 ／Fax 63-4582

〔油日駅前駐車場〕3,000円／月
（直接お問い合わせください）
問・申／油日駅を守る会
88-5879

〔甲南駅前駐輪場〕
自転車　1,500円／月
原付　　1,800円／月

（直接お問い合わせください）
問・申／甲南駅前駐輪場
86-0590

（受付時間／6時15分〜9時15分、13
時〜14時、18時30分〜20時30分）

臨時職員（保育士・幼稚園教諭）募集
●資格／保育士又は幼稚園教諭免許
を有する者
●年齢／不問
●雇用期間／平成２５年４月１日～９月
３０日（６か月の更新あり）
●勤務地／市内保育園・幼稚園・子育
て支援センター
●勤務時間／８時３０分～１７時１５分

（実働７時間４５分）
※月～金の週３８時間４５分、但し、週
休日勤務の場合は、平日と振替
●給与／月額１70，０００円
但し、３歳以上児のクラス担任について
は、月額１７6，５００円（※社会保険加入）
●募集人員／各園数名程度
●申込期間／１２月３日(月）～２１日（金）
●面接／平成２５年１月中旬頃（面接
日時は、受付時に指定）
問／職員課人事係
65-0669 ／Fax 63-4561

甲賀職業安定所
62-0651 ／Fax 63-1825

2013年
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火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
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国
民
審
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公　
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月
４
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火
）　　
　
投　
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月
16
日（
日
）

　
投
票
時
間　
　
７
時
か
ら
20
時
ま
で

　
投
票
の
種
類　
　
小
選
挙
区
選
挙
、比
例
代
表
選
挙
、最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
３
種
類

○
投
票
で
き
る
人

　
平
成
４
年
12
月
17
日
ま
で
に
生

ま
れ
、平
成
24
年
９
月
３
日（
告
示

日
の
３
か
月
前
）ま
で
に
甲
賀
市

で
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
人
、ま

た
は
転
入
届
を
し
た
人
で
、引
き

続
き
３
か
月
以
上
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
、甲
賀
市
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で

す
。

○
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人

　
平
成
24
年
９
月
４
日
以
降
に
他

市
町
村
か
ら
甲
賀
市
に
転
入
し
た

人
で
、前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、今
回

の
選
挙
は
前
住
所
地
の
市
町
村
で

の
投
票
と
な
り
ま
す
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登
録
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
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住
所
地
の

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
確
か
め
の

う
え
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
当
日
投
票
に
い
け
な
い
方
は
期
日
前
投
票
を

　
左
記
の
と
お
り
期
日
前
投
票
を
行
い
ま
す
の
で
、投
票

当
日
、業
務
や
旅
行
な
ど
で
投
票
に
行
け
な
い
方
は
、ご

利
用
く
だ
さ
い
。（
水
口
庁
舎
以
外
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日
程
が
違
い
ま
す
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投
票
に
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月
３
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月
）発
送
予
定
の
投
票
所
入
場
整
理

券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
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問
い
合
わ
せ

　
甲
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
６
５‐０
６
６
７　
Fax
６
３‐４
５
６
１

※市内業者及び準市内業者（甲賀市内にある本店、支店又は営業所）の受付は次のとおりです。

建設工事 測量・建設コンサルタント等 役務提供 物品供給等

受付期間
（郵送不可）

平成25年2月6日（水）　
　　　　～ 2月8日（金）

平成25年2月4日（月）　
　　　　～ 2月5日（火）

平成25年1月24日（木）～ 1月25日（金）

受付場所 水口庁舎３階　第２・３会議室 水口庁舎２階　契約検査課

受付時間 9時～11時30分　　13時30分～16時

有効期間 1年間 １年間（中間年）

※市外業者の受付については提出要項をご覧ください。

平成25年度 入札参加資格審査申請の受付について

　甲賀市が発注する建設工事、測量・建設コンサルタント等、役務提供及び物品供給等の入札参加資格審
査申請の受付を下記のとおり行います。申請書書式、添付書類等の詳細は、提出要項（甲賀市ホームペー
ジに掲載、又は契約検査課及び旧支所である土山地域市民センター、甲賀大原地域市民センター、甲南第
一地域市民センター、信楽地域市民センターで配布中）をご覧ください。

契約検査課　☎65-0678　 Fax63-4561問い合わせ

選
挙
権
と
名
簿
登
録
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甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/

お知らせ

法律相談
①●日時／12月6日（木）13時～16時
　●場所／信楽開発センター
②●日時／12月20日（木）13時～16時
　●場所／�甲賀市市民福祉活動セン

ター（甲南町）
③●日時／12月27日（木）13時～16時
　●場所／水口社会福祉センター
※相談は無料。予約制で、開催日の2週間
前から受付開始。先着6名（1人30分）。
●相談員／滋賀県弁護士会所属の弁
護士
問・予約先／甲賀市社会福祉協議会
62-8085 ／Fax 63-2021

家屋取り壊し時には
「家屋滅失申請書」の提出を
　平成２５年度の家屋に対する固定資
産税は、同年１月１日に存在する家屋に
課税されます。平成２４年中に家屋を取
り壊された場合（予定を含む）には、平成
２４年１２月２５日（火）までに「家屋滅失申
請書」を各地域市民センターまたは税
務課資産税係までお届けください。詳
しくは下記までお問い合わせください。
問／税務課　資産税係
65-0680 ／Fax 63-4574

近畿税理士会水口支部・
水口納税協会共催による
税務相談
●日時／１２月１２日（水）１３時３０分
〜１６時３０分（受付１６時まで）
●会場／水口納税協会３階会議室
●定員／先着６名（１人約３０分）
※要予約
問・申／公益社団法人水口納税協会
62-1151 ／Fax 63-0173

催　し
子ども狂言と映像上映会
〜甲賀のくらしと文化をもっと知ろう〜
●日時／12月8日（土） 13時30分〜
15時30分
●場所／碧水ホール

●内容／アトラクション（山内エコク
ラブによる子ども狂言、テケテンキッ
ズによる水口曳山囃子）土山地域の太
鼓踊り記録映像の上映
問／歴史文化財課
86-8026 ／Fax 86-8216

ジュニア・ダンス・フェス
〜 Dancing X’mas 〜
　甲賀市内を中心に活動しているダ
ンスグループの合同発表会
●日時／12月16日（日）14時開演
●出演／M

ミックス

IX J
ジャム

AM　　
W
ウェル

ell B
ビ

e K
キッズ

ids t
チーム

eam          
C
クローズ

lose U
アップ

p+F
フラップ

LAP d
ドナルド
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クラス

lass   
B

バウンス

OUNCE B
バック

ACK
●ゲスト／t

チーム

eam O
オーバー

ver R
ライド

ideほか
●会場／あいこうか市民ホール
●入場料／無料
問／あいこうか市民ホール
62-2626 ／Fax 62-2625

プレママ教室のご案内
　妊娠中、出産後の体調管理、食事の
ことなどについて学びませんか。
●対象／妊娠5ヶ月以降の妊婦とご
家族
●実施日／平成25年1月11日（金）
●時間／10時〜12時（9時45分〜受付）
●場所／水口保健センター
●持ち物／母子健康手帳、母子手帳
交付時に配布した資料（封筒入り）
※3日前までに要予約。

問・予約／健康推進課　母子保健係
65-0736 ／Fax 63-4591

土山太鼓踊り体験教室
土山地域に伝わる順

じゅん

役
やく

踊りの拍子を
和太鼓で演奏してみませんか。
●日時／12月15日（土）、22日（土）
いずれも9時30分〜11時30分
●集合場所／土山歴史民俗資料館
●対象／小学3年生〜中学生
●定員／各10名
●参加費／無料
※事前申込要。ただし、定員に満たない場
合は当日受付可。2回連続での参加可。
申・問／土山歴史民俗資料館
66-1056 ／Fax 66-1067

（月火休館10時～17時）

　甲南ふれあいの館  なつかしの
体験教室「しめ縄作り」
●日時／12月9日（日）10時～12時
●内容／正月用しめ縄つくり
●定員／先着20名
●参加費／200円
●対象／小学生〜大人
●申込／電話、FAXで下記まで
問／甲南ふれあいの館
／Fax 86-7551

（月火休館10時～17時）

12 月 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

水口スポーツの森へ行こう　●12月の催し
甲賀市民スタジアム

２日（日）・９日（日） 平成２５年度近畿春季Ｃ級軟式野球地区予選（一般軟式）

多目的グラウンド

1日（土） 第4ブロック中体連強化練習会（中学生サッカー）

2日（日）・８日（土） 3種トップリーグ（中学生サッカー）

15日（土）・16日（日） 甲賀市Ｕ－１２リーグ（小学生サッカー）

陸上競技場
1日（土）・15日（土） 甲賀市陸協・マスターズ交流練習会（一般陸上）

23日（日） 高円宮杯第24回全日本ユース（Ｕ-15)サッカー選手権大会
（中学生サッカー）

222012.12.1平成24年12月1日



編 集 後 記

このコーナーでは市内の保育園、幼稚園、小中学校の
児童・生徒が描いた絵を順次紹介していきます。

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山地域市民センター　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀大原地域市民センター　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南第一地域市民センター　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽地域市民センター　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

※上記４つの地域市民センターは、旧支所の地域
市民センターで、従来の支所機能を有します。

『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報紙をめざします。

編集 ・発行
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「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

甲賀市ホームページ　
http://www.city.koka.lg.jp/
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雲井小学校　4年

福
ふく
山
やま
　みかげさん

甲賀中学校　３年　

廣
ひろ
岡
おか
　珠
たま
輝
き
さん

甲賀西保育園　３歳

藤
ふじ
田
た
　あかりさん

たぬきのきょうだい

修学旅行の絵巻物

『ぼくのおふろ』の
お話しの絵

　皆さんは「アール・ブリュット」という言葉をご存知でしょうか。フ
ランス語で「生の芸術」という意味で、既存の方法論や流行などに
とらわれず生まれた芸術作品のことです。日本では無名ですが、
ヨーロッパでは芸術のカテゴリーの一つとして広く認識されてお
り、鎌江さんの作品が展示された「アール・ブリュット・ジャポネ展」
もパリからの要請で日本の作品を集めたそうです。
　作品は、どれもあっと息を飲むような迫力や発想があるものば
かりです。国内でこの文化の発信基地になろうとしている滋賀県
では、県庁本館をはじめとして琵琶湖博物館や、びわ湖ホールな
どの県立施設で鎌江さん（県庁に展示）を含めた多くの作家の作
品を展示しています。施設を訪れられた際には、ぜひ一目作品を
ご覧ください。つ

総数
男
女
世帯数

（－12）

46,597人
47,414人

33,152世帯

（－4）

（－8）

（＋60）

94,011人
※（　）内は前月比 Ｈ24．10．31現在

甲 賀 市 の 人 口 の 推 移


	2012_1201_p01
	2012_1201_p02-21
	2012_1201_p22
	2012_1201_p24



